
 
 

 

 

令
れい

和
わ

７年
ねん

度
ど

 東
ひがし

広
ひろ

島
しま

市
し

立
りつ

小
こ

谷
だに

小
しょう

学
がっ

校
こう

 

みなさんがお互
たが

いに気
き

持
も

ちよく、安心
あんしん

・安全
あんぜん

に、そして健康的
けんこうてき

に生活
せいかつ

するため、学校
がっこう

では、次
つぎ

のよう

なきまりを設
もう

けています。きまりを守
まも

って、楽
たの

しい学校
がっこう

生活
せいかつ

を送
おく

りましょう。（保護者
ほ ご し ゃ

の皆様
みなさま

、ご理解
り か い

ご

協 力
きょうりょく

をよろしくお願
ねが

いします。） 

   

 

登
とう

下校
げ こ う

  

（１）登校
とうこう

 

○学校
がっこう

に 7:40以降
い こ う

に着
つ

くように、登校
とうこう

班
はん

で登校
とうこう

します。（学校
がっこう

の始
はじ

まりは 8:05です。） 

○集合
しゅうごう

時刻
じ こ く

や集合
しゅうごう

場所
ば し ょ

、交通
こうつう

のマナーを守
まも

り、決
き

められた通学
つうがく

路
ろ

を通
とお

って登校
とうこう

します。 

（２）下校
げ こ う

 

〇一斉
いっせい

下校
げ こ う

は原則第１木曜日
もくようび

。14:20（研究
けんきゅう

授業
じゅぎょう

の時
とき

は 14:40）に登校
とうこう

班
はん

で一斉
いっせい

に下校
げ こ う

します。 

〇学年
がくねん

下校
げ こ う

は、５校
こう

時
じ

の日
ひ

は 14:40、６校
こう

時
じ

の日
ひ

は 15:30に学年
がくねん

ごとに地域
ち い き

でグループを組
く

んで下校
げ こ う

 

をします。 

（３）習
なら

い事
ごと

などのため、決
き

められた通学
つうがく

路
ろ

以外
い が い

を通
とお

る場合
ば あ い

は、担任
たんにん

の先生
せんせい

に連絡
れんらく

します。 

（４）安全
あんぜん

のため、一人
ひ と り

では登校
とうこう

・下校
げ こ う

しないようにしましょう。 

 

欠席
けっせき

・遅刻
ち こ く

・早退
そうたい

・外出
がいしゅつ

 

（１） 欠席
けっせき

・遅刻
ち こ く

の場合
ば あ い

は、8:05までにメールで学校
がっこう

に連絡
れんらく

してもらいましょう。必要
ひつよう

な場合
ば あ い

は、電話
で ん わ

で連絡
れんらく

してもらいましょう。 

（２） 事前
じ ぜ ん

に早退
そうたい

が分
わ

かっている場合
ば あ い

は、早退
そうたい

の理由
り ゆ う

、時刻
じ こ く

、早退
そうたい

する時
とき

の方法
ほうほう

（送迎
そうげい

する人
ひと

や下校
げ こ う

手段
しゅだん

など）をお家
うち

の人
ひと

から学校
がっこう

に連絡
れんらく

してもらいましょう。 

（３） 遅刻
ち こ く

・早退
そうたい

のどちらの場合
ば あ い

も、お家
うち

の人
ひと

と一緒
いっしょ

に行動
こうどう

しましょう。 

（４） 登校
とうこう

時
じ

、学校
がっこう

に来
く

る途中
とちゅう

では安全面
あんぜんめん

を考
かんが

えて、家
いえ

に忘
わす

れ物
もの

を取
と

りに帰
かえ

ってはいけません。また、

登校
とうこう

した後
あと

は、校外
こうがい

に出
で

てはいけません。 

（５） 放課後
ほ う か ご

は、安全面
あんぜんめん

を考
かんが

えて、子供
こ ど も

だけで忘
わす

れ物
もの

を取
と

りに来
こ

ないようにしましょう。 

  

 

小谷小学校のきまり 
（生徒指導規定） 

学校
がっこう

生活
せいかつ

に関
かん

すること 

 

こだにしょうがっこう 



頭髪
とうはつ

   

学習
がくしゅう

活動
かつどう

や運動
うんどう

などの教育
きょういく

活動
かつどう

に妨
さまた

げとならない、また健康
けんこう

のために清潔
せいけつ

で自然
し ぜ ん

な髪型
かみがた

や長
なが

さにし

ましょう。髪
かみ

の毛
け

が肩
かた

にかかる長
なが

さの場合
ば あ い

は、赤
あか

白帽
しろぼう

や黄帽
きいぼう

が適
てき

切
せつ

にかぶれるよう、耳
みみ

の下
した

で、黒
くろ

・紺
こん

・

茶色
ちゃいろ

のゴムを使
つか

って、一
ひと

つか二
ふた

つで結
むす

びます。前髪
まえがみ

が目
め

にかかる場合
ば あ い

は、黒
くろ

・紺
こん

・茶色
ちゃいろ

のピンを使
つか

って、

一
ひと

つか二
ふた

つでとめます。パーマ・染
せん

色
しょく

・不均衡
ふきんこう

な部
ぶ

分
ぶん

刈
か

り上
あ

げ（アシンメトリー（左右
さ ゆ う

非対称
ひたいしょう

））や髪型
かみがた

はしません。 

 

 

服装
ふくそう

  

（１）式
しき

の時
とき

は、基
き

準
じゅん

服
ふく

を着
き

ます。 

〇基
き

準服
じゅんふく

は、紺
こん

上着
う わ ぎ

・紺半
こんはん

ズボン・紺
こん

スカート・カッター・ブラウス・ポロシャツです。 

（２）登
とう

下校
げ こ う

や校内
こうない

では、基準服
きじゅんふく

または体操服
たいそうふく

で過
す

ごします。 

（３）紺
こん

上着
う わ ぎ

やポロシャツには、必
かなら

ず名札
な ふ だ

をつけます。 

（４）防寒
ぼうかん

着
ぎ

について 

○長
なが

ズボンをはいて登校
とうこう

してもよいです。色
いろ

は，紺
こん

や黒
くろ

など基
き

準服
じゅんふく

に準
じゅん

じた色
いろ

にします。 

○登
とう

下校
げ こ う

の際
さい

に紺
こん

上着
う わ ぎ

の上
うえ

に防寒
ぼうかん

着
ぎ

を着
き

たりネックウォーマーをつけたり、手袋
てぶくろ

をはめたりしても 

 よいです。学校
がっこう

に着
つ

いたら、カバンの中
なか

かロッカーの中
なか

に入
い

れておきます。 

○校内
こうない

（各教室
かくきょうしつ

や廊下
ろ う か

など）では、紺
こん

上着
う わ ぎ

やポロシャツ、または体操服
たいそうふく

を着
き

て過
す

ごします。寒
さむ

い 

場合
ば あ い

は紺
こん

上着
う わ ぎ

の下
した

にベストやセーターを着
き

てもよいです。教
きょう

室内
しつない

では、体温
たいおん

調整
ちょうせい

のために紺
こん

 

上着
う わ ぎ

を脱
ぬ

いで過
す

ごしてもよいです。紺
こん

上着
う わ ぎ

は、脱
ぬ

ぎ着
き

できるように椅子
い す

に掛
か

けてもよいです。 

○カイロを使
つか

う場合
ば あ い

は、※ポケットに入
い

れるようにしましょう。手
て

を温
あたた

めるために出
だ

す場合
ば あ い

は、 

温
あたた

まったらポケットに入
い

れるようにしましょう。貸
か

し借
か

りや遊
あそ

びに使いません。 

（５）基
き

準服
じゅんふく

の下
した

に着
き

る服
ふく

（ベストやセーター）は、黒
くろ

や紺
こん

などの色
いろ

にします。 

（６）靴
くつ

、上靴
うわぐつ

、ソックスは・白
しろ

色
いろ

のものをはきましょう。ソックスは、底
そこ

が黒
くろ

や紺色
こんいろ

のものも可
か

とし、 

くるぶしが隠
かく

れて膝
ひざ

より下
した

のものをはきます。 

（７）登
とう

下校
げ こ う

時
じ

には、黄色
き い ろ

の通
つう

学帽
がくぼう

をかぶります。 

（８）体育
たいいく

の授業
じゅぎょう

は体操服
たいそうふく

で行
おこな

います。気温
き お ん

や体調
たいちょう

に応
おう

じて、長
なが

ズボンを着用
ちゃくよう

してもよいです。 

（９）冬
ふゆ

のランニング・パワーアップ、大
だい

・昼
ひる

休憩
きゅうけい

のときの服装
ふくそう

については次
つぎ

のとおりです。 

〇ランニング・パワーアップ…年
ねん

間
かん

を通
とお

して体
たい

操
そう

服
ふく

。天
てん

候
こう

に応
おう

じて紺
こん

上着
う わ ぎ

、手
て

袋
ぶくろ

や長
なが

ズボン。 

〇大
だい

・昼
ひる

休憩
きゅうけい

…紺
こん

上着
う わ ぎ

、ポロシャツ、または体操服
たいそうふく

。天
てん

候
こう

に応
おう

じて手
て

袋
ぶくろ

や長
なが

ズボン。 

ネックウォーマーはつけません。 

手袋
てぶくろ

を投
な

げる遊
あそ

びはしません。遊具
ゆ う ぐ

で滑
すべ

る場合
ば あ い

は安全面
あんぜんめん

を考
かんが

えて工夫
く ふ う

して遊びましょう。 

 



持
も

ち物
もの

  

（１） ランドセルで登
とう

下
げ

校
こう

しましょう。ランドセルには、必要
ひつよう

のある物
もの

以外
い が い

はつけないようにします。

防犯
ぼうはん

ブザーはつけてもよいです。 

（２）持
も

ち物
もの

には必
かなら

ず名前
な ま え

を書
か

きましょう。 

（３）学習
がくしゅう

に必要
ひつよう

のないもの（キーホルダー・マスコットなど）は持
も

ってきたり身に着けたりしません。 

（４）シャープペンシルやボールペン、蛍
けい

光
こう

ペンは持
も

ってきません。 

（５）携帯
けいたい

電話
で ん わ

は持
も

ってきません。 

（６）必要
ひつよう

に応
おう

じて、着
き

替
が

えや汗
あせ

拭
ふ

きタオル、お茶
ちゃ

を持
も

ってきてもよいです。 

校内
こうない

生活
せいかつ

 

（１）時
じ

間
かん

（チャイムの合
あい

図
ず

）を守
まも

りましょう。 

（２）あいさつ、返
へん

事
じ

、言
こと

葉
ば

を大
たい

切
せつ

にしましょう。 

時
とき

と場所
ば し ょ

に合
あ

ったていねいな言葉
こ と ば

遣
づか

いをしましょう。 

（３）廊
ろう

下
か

や教室
きょうしつ

など、校
こう

舎
しゃ

内
ない

は静
しず

かに歩
ある

きます。 

（４）靴箱
くつばこ

、机
つくえ

、ロッカー、掃
そう

除
じ

道
どう

具
ぐ

入
い

れ、掲示物
けいじぶつ

など整理
せ い り

整頓
せいとん

を心
こころ

がけ、物
もの

を大切
たいせつ

にします。 

（５）校
こう

内
ない

放
ほう

送
そう

は、動
うご

きを止
と

めて静
しず

かに聞
き

きます。 

（６）体調
たいちょう

がすぐれない時
とき

は、保健室
ほけんしつ

を利用
り よ う

することができます。利
り

用
よう

時
じ

間
かん

は、原
げん

則
そく

１時
じ

間
かん

程
てい

度
ど

として， 

体
たい

調
ちょう

の回
かい

復
ふく

が見
み

込
こ

めない時
とき

は、学
がっ

校
こう

からお家
うち

の人
ひと

に連
れん

絡
らく

をします。保
ほ

健
けん

室
しつ

を何
なん

度
ど

も利
り

用
よう

するよう 

な時
とき

は、お家
うち

の人に連絡
れんらく

をして、病院
びょういん

の受診
じゅしん

をすすめます。 

（７）給
きゅう

食
しょく

当
とう

番
ばん

は、エプロン、マスク、帽
ぼう

子
し

を身
み

に着
つ

けます。 

（８）掃除
そ う じ

は、だまって時間
じ か ん

いっぱいします。 

（９）学校
がっこう

の物
もの

は正
ただ

しく使
つか

います。使
つか

った後
あと

には正
ただ

しく片付
か た づ

けます。学
がっ

校
こう

内
ない

の施
し

設
せつ

設
せつ

備
び

を壊
こわ

した場
ば

合
あい

や 

壊
こわ

れているのを見
み

た時
とき

は、必
かなら

ず先生
せんせい

に伝
つた

えましょう。 

（10）休憩
きゅうけい

時間
じ か ん

の過
す

ごし方
かた

 

   〇ボールを使
つか

うときは、ボールが駐 車 場
ちゅうしゃじょう

の方
ほう

に行
い

かないように注意
ちゅうい

して使
つか

います。 

   〇一輪車
いちりんしゃ

や竹馬
たけうま

は、運動場
うんどうじょう

の安全
あんぜん

なところで乗
の

ります。 

   〇雨
あめ

の日
ひ

は、室内
しつない

で安全
あんぜん

に過
す

ごします。例
れい

）読書
どくしょ

、お絵
え

かき、友
とも

だちと話
はな

すなど 

〇学
がっ

校
こう

の外
そと

や立
たち

入
い

り禁
きん

止
し

場
ば

所
しょ

には行
い

ってはいけません。特
とく

別
べつ

教
きょう

室
しつ

や他
ほか

の教
きょう

室
しつ

にも勝
かっ

手
て

に入りま 

 せん。 

○非
ひ

常
じょう

口
ぐち

から出
で

入
い

りしたり非
ひ

常
じょう

口
ぐち

の階
かい

段
だん

で遊
あそ

んだりしてはいけません。      

○車
くるま

が出入
で い

りするところでは遊
あそ

んではいけません。    

○放
ほう

課
か

後
ご

、遊
あそ

んでよいのは運
うん

動
どう

場
じょう

だけです。                    

 

筆箱・鉛筆・消しゴム 
・出し入れしやすい。 
・転がりにくい。 
・気になりにくい。 
・遊びにつながらない。 
例えば 
・箱型で横向きの物 
・無地の物 
筆箱の中に入っている物 
・鉛筆５本 
・消しゴム 
・赤青鉛筆 
・ものさし 



 

帰宅
き た く

時刻
じ こ く

 

4月
がつ

～9月
がつ

は 18時
じ

まで、10月
がつ

は 17時
じ

半
はん

、11月
がつ

～2月
がつ

は 17時
じ

、3月
がつ

は 17時
じ

半
はん

までに家
いえ

に帰
かえ

ります。 

※帰宅
き た く

時刻
じ こ く

よりも早
はや

くても暗
くら

くなる前
まえ

には家
いえ

に帰
かえ

ります。 

自転車
じてんしゃ

の乗
の

り方
かた

 

（１）３年
ねん

生
せい

以
い

下
か

の児
じ

童
どう

は、家
いえ

の人
ひと

がいるときに安全
あんぜん

な場所
ば し ょ

で乗
の

ります。道
どう

路
ろ

で自
じ

転
てん

車
しゃ

に乗
の

ってはいけ

ません。４年
ねん

生
せい

以
い

上
じょう

の児
じ

童
どう

は、校
こう

区
く

外
がい

、国
こく

道
どう

では自
じ

転
てん

車
しゃ

に乗
の

ってはいけません。 

（２）自
じ

転
てん

車
しゃ

に乗
の

る時
とき

は、ヘルメットを着
ちゃく

用
よう

して交
こう

通
つう

ルールを守
まも

ります。 

（３）急
きゅう

な飛
と

び出
だ

し、スピードの出
だ

し過
す

ぎはしません。 

（４）横
おう

断
だん

歩
ほ

道
どう

は、自
じ

転
てん

車
しゃ

を押
お

して渡
わた

ります。 

危
き

険
けん

から自
じ

分
ぶん

を守
まも

るために 

（１）防
ぼう

犯
はん

ブザーや笛
ふえ

を身
み

に着
つ

けましょう。(登
とう

下校
げ こ う

時
じ

には、ランドセルに付
つ

けます。) 

（２）知
し

らない人
ひと

に声
こえ

をかけられてもついて行
い

ってはいけません。安全
あんぜん

の合言葉
あいことば

「いかのおすし」を守
まも

り

ましょう。  

①行
い

かない（近
ちか

づかない） ② 車
くるま

に乗
の

らない ③大
おお

声
ごえ

を出
だ

す（防
ぼう

犯
はん

ブザー） ④人
ひと

に知
し

らせる 

（３）身
み

の危
き

険
けん

を感
かん

じた時
とき

は、近
ちか

くの「こども１１０番
ばん

の家
いえ

」や大
おと

人
な

の人
ひと

に助
たす

けを求
もと

めましょう。 

（４）家
いえ

の人
ひと

に行
ゆ

き先
さき

や帰
かえ

る時
じ

刻
こく

を伝
つた

えてから遊
あそ

びに行
い

きましょう。 

（５）友
とも

だちの電
でん

話
わ

番
ばん

号
ごう

や住
じゅう

所
しょ

・名
な

前
まえ

を絶対
ぜったい

に人
ひと

に教
おし

えてはいけません。 

トラブルにならないために 

（１）子
こ

供
ども

だけで校
こう

区
く

外
がい

に出
で

てはいけません。 

（２）子
こ

供
ども

だけでお店
みせ

やサービスエリアに行
い

きません。 

（３）友
とも

だちの家
いえ

の人
ひと

が留守
る す

の時
とき

には、家
いえ

の中
なか

に入
はい

りません。 

（４）おごり合
あ

い、物
もの

（ゲームソフト・カードなど）の貸
か

し借
か

りや交
こう

換
かん

をしません。 

（５）インターネット、ゲームは家
いえ

の人
ひと

との約
やく

束
そく

や時
じ

間
かん

を守
まも

って使
つか

いましょう。また、ＳＮＳに友
とも

だち

の悪口
わるくち

は書
か

きません。 

（６）家
いえ

の人
ひと

の許
ゆる

しがないお金
かね

は、家
いえ

から持
も

ち出
だ

してはいけません。 

（７）学校
がっこう

や公園
こうえん

、または道路
ど う ろ

などでは、おかしを食
た

べたりジュースを飲
の

んだりしません。 

（８）人
ひと

の家
いえ

の敷
しき

地
ち

に入
はい

ったり、人
ひと

の家
いえ

の物
もの

をさわったりしてはいけません。地域
ち い き

の物
もの

や人
ひと

の物
もの

を許可
き ょ か

な 

く使
つか

ったり、持
も

ち帰
かえ

ったりしてはいけません。 

安全
あんぜん

のために 

（１）子
こ

供
ども

だけで、踏
ふみ

切
きり

を渡
わた

ったり山
やま

や川
かわ

などに遊
あそ

びに行
い

ったりしてはいけません。 

（２）火
ひ

遊
あそ

びなどの危
あぶ

ない遊
あそ

びや人
ひと

に迷
めい

惑
わく

になることはしてはいけません。 

どうしても学
がっ

校
こう

のきまりが守
まも

れない時
とき

は 

学
がっ

校
こう

のきまりを守
まも

れなかったり友
とも

だちに迷
めい

惑
わく

をかけたりすること（いじめ、暴力
ぼうりょく

・暴言
ぼうげん

、授業
じゅぎょう

妨害
ぼうがい

な

ど）があった場
ば

合
あい

は、特
とく

別
べつ

な指
し

導
どう

を行
おこな

います。（先
せん

生
せい

による注
ちゅう

意
い

・別
べっ

室
しつ

で反
はん

省
せい

してもらう・お家
うち

の人
ひと

に

来
き

ていただくなど）  

校外
こうがい

での生活
せいかつ

に関
かん

すること 

 


